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動画の視聴にあたって

ご準備いただくもの

・「『指導と評価の一体化』のた
めの学習評価に関する参考資料
小学校外国語・外国語活動」
（以降、「参考資料」）

国立教育政策研究所のWebページから
ダウンロードすることもできます。
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動画の内容

Ⅰ 外国語活動における評価の在り方

Ⅱ 外国語科における学習評価の基本的な考え方

Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に
関する参考資料」から
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「外国語活動の記録については、評価の観点
を記入した上で、それらの観点に照らして、児
童の学習状況に顕著な事項がある場合にそ
の特徴を記入する等、児童にどのような力が
身に付いたかを文章で端的に記述する。
評価の観点については、設置者は、小学校学
習指導要領等に示す外国語活動の目標を踏
まえ、改善等通知別紙４を参考に設定する。」

小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生
徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）

（平成31年３月）Ｐ.４

Ⅰ 外国語活動における評価の在り方
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「外国語活動の記録については、評価の観点
を記入した上で、それらの観点に照らして、児
童の学習状況に顕著な事項がある場合にそ
の特徴を記入する等、児童にどのような力が
身に付いたかを文章で端的に記述する。
評価の観点については、設置者は、小学校学
習指導要領等に示す外国語活動の目標を踏
まえ、改善等通知別紙４を参考に設定する。」

小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生
徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）

（平成31年３月）Ｐ.４

Ⅰ 外国語活動における評価の在り方
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学習指導要領 「外国語科」の目標と「英語」の目標

聞くこと 読むこと 話すこと
［やり取り］

話すこと
［発表］

書くこと

ア ゆっくりはっきりと話されれ
ば，自分のことや身近で簡単
な事柄について，簡単な語句
や基本的な表現を聞き取るこ
とができるようにする。
イ ・・・

ア 活字体で書かれた文字を
識別し，その読み方を発音する
ことができるようにする。
イ ・・・

ア ・・・・

小学校学習指導要領（平成２９年３月３１日告示） 第２章第１０節 外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、

書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

英語 ／ １ 目 標
英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、聞くこと、読むこと、話すこと［やり取り］、話すこと［発

表］、書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して、(1)及び（2）に
示す資質・能力を一体的に育成するとともに、その過程を通して、第１の（3）に示す資質・能力
を育成する。

教
科
目
標

「英
語
」の
目
標
＝
領
域
別
目
標

(1)知識及び技能 外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本語と外国語との違いに気付
き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

(2)思考力・判断力・表現力等 コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で簡単な事柄について，聞いたり話したり
するとともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順
を意識しながら書いたりして，自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。

(3)学びに向かう力・人間性等 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

他
教
科
等
と
共
通

英
語
教
育
の
特
質

(C
A
N
-D
O

形
式
の
目
標
）

Ⅱ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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聞くこと 読むこと
話すこと
［やり取り］

話すこと
［発表］

書くこと 観点別
評価

評定

知識・技能

思考・判断・
表現

主体的に

学習に取り組む
態度

指導要録に記載
（学年末）

学年末に評価を総括し、指導要録に記載する際に全ての評価情報が揃っていればよく、
各単元ごとに、全ての領域・観点について記録に残す評価を行う必要はない

ただし、各単元において、３観点をバランスよく見ることは重要

５つの領域ごとの観点別評価の考え方

Ⅱ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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学習指導要領・指導要録における「評価」の考え方

診断的評価：
学習前に、当該単元等で必要な知識等を習得しているかを確認する

形成的評価：
学習の過程において、個々の児童や学習集団全体の理解度などを確認する

総括的評価（記録に残す評価） ：
評価規準に即して、学習状況を総括し、観点別評価を行うために残す
※十分な指導を行った上で見取る

自己評価・相互評価
学習活動の一環として、児童生徒が自身のよい点や可能性に気付くことにより、学習意欲の
向上を図るものであり、点数化して教師が行う評価に用いることなどは不適切。児童生徒が
見通しを立て、振り返りを行っているかなど（自己調整）を教師が確認するための材料の一つ
として活用することが考えられるが、その際には、ノートやワークシートに書かれたものだけで評
価するのではなく、知識・技能や思考・判断・表現等の状況を踏まえることが必要。

教
師
が
行
う
学
習
評
価

児
童
生
徒
が
行
う
学
習
活
動

指導要録に関して求められるのは、記録に残す総括的評価の部分

いずれも教師
の指導、児童
生徒の学習の
改善に生かす

通知や事例集等で示す「評価」はこの部分を指す

Ⅱ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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o

令和元年度小学校各教科等教育課程研究協議会での提示スライドより

Ⅱ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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•外国語科では、小学校学習指導要領において、「五つの領域」ごとに言語
（英語）の目標が示されているが、各学年ごとの目標は示されていない。

• そこで、各学校では、「学年ごとの目標」、「五つの領域別の学年ごとの目
標」を設定し、「学年ごとの評価規準」や「単元ごとの評価規準」を作成す
る必要がある。

Ⅱ 外国語科における学習評価の基本的な考え方

o
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「参考資料」で小学校の先生方に伝えたいこと

・指導要領に示された目標

・目標を達成するための指導の在り方

・「言語活動を通して」指導する
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料



外国語活動や外国語科においては、言語活動は、「実際に

英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う」活動を意

味する。したがって、外国語活動や外国語科で扱われる活

動がすべて言語活動かというとそうではない。（中略）例え

ば、発音練習や歌、英語の文字を機械的に書く活動は、言

語活動ではなく、練習である。練習は、言語活動を成立さ

せるために重要であるが、練習だけで終わることのないよ

うに留意する必要がある。

「本当」のことを伝え合わせる
＝身近で馴染みのある場面設定

必然性のある
活動を。

Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

『小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック』

言語活動とは
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「参考資料」を通して先生方に伝えたいこと

・指導要領に示された目標

・目標を達成するための指導の在り方

・「言語活動を通して」指導する

まずは、やってみる
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

第１編 総説

第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

する際の手順

第３編 単元ごとの学習評価について

・指導事例（６事例）の紹介
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第２編 P.3０～３４

「知識・技能」
該当する単元で扱っ
ている言語材料を
正しく使っているか。

音声の特徴を捉えて
話すことについては、
それ自体を観点別評
価の規準とはしない。

内容のまとまりごと（5つの領域）の評価規準
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第２編 P.3０～３４

「思考・判断・表現」
コミュニケーションの目
的・場面・状況に応じて、
適切に表現したり、捉
えたりしているか。

内容のまとまりごと（5つの領域）の評価規準
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第２編 P.3０～３４

「主体的に学習に取り組む態度」
コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じ
てコミュニケーションを図ろうとするためには、「外国語
の背景にある文化に対する理解を深め」、「他者に配
慮」することが必要

内容のまとまりごと（5つの領域）の評価規準



第3編 P.37

18

Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

評価の進め方

単元の目標を作成する

単元の評価規準を作成する

「指導と評価の計画」を作成する

観点ごとに総括する

授業を行う

①

②

③

④



第3編 P.45 事例１

19

Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

（参考）今年度から使用の教科書との関連
NEW HORIZON ５年Unit２、Here We Go! ５年Unit２、Junior Sunshine 
５年Unit２、CROWN Jr. ５年Lesson１、Blue Sky ５年Unit1 
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

目的 聞くこと

話すこと
［やり取り］

書くこと

観点別の学習状況について評価する時期や場面を精選

第3編 P.45 事例１ １ 単元の目標
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.45 事例１ ２ 単元の評価規準
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.46～49 事例１ ３ 単元の指導と評価の計画

P.46 P.47

教師の指導改善のためのポイント例

児童の学習改善のためのポイント例

記録に残す評価
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.46～49 事例１ ３ 単元の指導と評価の計画

P.48

記録に残す評価

P.49



•事例３ 複数の単元を通した「主体的に学習に取り組
む態度」の評価、「話すこと[発表]」「書くこと」における
評価
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.６５～７６ 事例３

P.73



•事例４ 「読むこと」「話すこと[発表]」「書くこと」におけ
る評価

25

Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.７７～８７ 事例４

P.84
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Ⅲ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.７７～８７ 事例４

P.84～85



おわりに

小学校第六学年用学習教材の配布について
文部科学省初等中等教育局教育課程課通知（令和２年７月１６日付）
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